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「地方議会改革の論点と課題」 
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① 研修テーマに即した所感 

地方議会改革というテーマは、幅が広い内容で議員が真剣にやる意思がな

いと全く持って進んでいかない。 

特に議会、今更ですが議員全員が理解し、取り組むことが必要です。 

その中で通年議会は今までにも議論されて着ましたが、時期尚早であると

かデメリットばかり言う議員が多い状況ですが、住民から期待される議会

運営を行っていくうえで先に進むべきだと思います 

お話された通年議会の事例の挙げ方は、抽象的で「地方議会改革」という

お題としては、少し後ろ向きなお話だったように感じました（依頼の仕方

でしょうか？） 

通年議会のついては、前々から議題に上がっていて前年度の議長からも諮

問されていていましたが、議会運営委員会が機能していないことで進めて

いない状況です。 

議会は住民の意思を反映させ、意思決定機関として議会が主体性を持って

議会運営をすべきなので通年議会を取り入れ、議長の本会議招集であるべ

きだと思います。 

議会運営は議長のやる気と能力でずいぶん変わってしまいます。 

言ってみれば議長次第で、議会としての活動や改革が、進むことも後退す

ることもあります。 

後ろ向きな意見ばかりではなく東員町議会が「チーム東員議会」として引

っ張っていけるような議長を望みます。 

議長任期については、もう既に委員会などは２年制になっているので当然、

議長任期も２年にするべきです。またやって当然だと思います。 

 

 

② 今後、研修で得た知識等について、町議会活動にどのように反映するか 

現状の中での改革は無理だと思うので、私個人の議員としての資質を高め

てさらに向上していきたい。 

 

 ③その他 

 

 

 

 


